
(57)【要約】

【課題】位相による負荷安定度を劣化させることなく、

３０ＭＨｚ以下の低い周波数帯におけるノイズを低減で

き、しかも、部品点数を増加することなく組立寸法の精

度も確保することができるマグネトロンを提供すること

。

【解決手段】陰極支持棒８で支持された入力側のエンド

ハット６１と出力側のエンドハット７の間にコイル状の

フィラメント３が配置され、エンドハット６１における

径の太いボス部６１ａが作用空間内まで伸び、径の細い

ボス部６１ｂとフィラメント３の一方の端部３ａが固着

され、他方の端部３ｂがエンドハット７のボス部７ａと

固着されている。ここで、フィラメント３のエンドハッ

ト６１および７に固着されていない電子放出部を成す管

軸方向自由長部Ｆの寸法が板状ベイン２の管軸方向寸法

Ｈの５０％以上８０％以下に設定されると共に、出力側

に変位して配置されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 枚 の 板 状 ベ イ ン が 中 心 軸 に 向 か っ て 放 射 状 に 配 設 さ れ て な る 円 筒 状 の 陽 極 筒 体 と 、 前
記 陽 極 筒 体 の 中 心 軸 上 に 陰 極 支 持 棒 に よ っ て 配 設 さ れ る 陰 極 と 、 前 記 陰 極 を 軸 線 方 向 に 挟
持 す る 前 記 陰 極 支 持 棒 上 の 位 置 に 設 け ら れ た 一 対 の エ ン ド ハ ッ ト と を 具 備 し 、 前 記 陰 極 の
電 子 放 出 部 が 管 軸 方 向 に 変 位 し て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る マ グ ネ ト ロ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 電 子 放 出 部 の う ち 、 前 記 板 状 ベ イ ン と 対 向 す る 部 位 の 寸 法 が 、 前 記 板 状 ベ イ ン の 管 軸
方 向 寸 法 の ５ ０ ％ 以 上 ８ ０ ％ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の マ グ ネ ト ロ ン
。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 電 子 放 出 部 が 出 力 側 に 変 位 し て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求
項 ２ に 記 載 の マ グ ネ ト ロ ン 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の マ グ ネ ト ロ ン を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る
高 周 波 利 用 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 高 周 波 利 用 装 置 等 に 用 い ら れ る ノ イ ズ の 低 減 が 図 ら れ た マ グ ネ ト ロ ン に 関 す
る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の マ グ ネ ト ロ ン に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ ０ は 、 従 来 品 に お け る マ グ ネ ト ロ ン の 電 子 が 運 動 す る 作 用 空 間 部 分 を 示 し た 縦 断 面
図 で あ る 。 こ の マ グ ネ ト ロ ン は 、 陽 極 筒 体 １ の 内 側 に 複 数 の 板 状 ベ イ ン ２ （ こ の 図 で は ２
枚 の み 見 え て い る ） が 放 射 状 に 配 置 さ れ 、 こ れ ら 板 状 ベ イ ン ２ は 均 圧 リ ン グ ９ ， １ ０ ， １
１ ， １ ２ に よ っ て １ 枚 お き に 連 結 さ れ て い る 。 こ の よ う に 均 圧 リ ン グ ９ ， １ ０ ， １ １ ， １
２ を １ 枚 お き に 連 結 す る こ と に よ り 、 マ グ ネ ト ロ ン が π モ ー ド で 安 定 し て 発 振 す る よ う に
な る 。 そ し て 、 陽 極 筒 体 １ の 軸 心 に 沿 っ て 、 コ イ ル 状 の フ ィ ラ メ ン ト ３ と 一 対 の エ ン ド ハ
ッ ト ６ ， ７ お よ び 陰 極 支 持 棒 ８ か ら な る 陰 極 １ ３ が 装 備 さ れ て い る 。 こ の フ ィ ラ メ ン ト ３
は ト リ ウ ム を １ ～ ２ ％ 含 有 す る タ ン グ ス テ ン で 形 成 さ れ 、 表 面 を 浸 炭 す る こ と に よ っ て 仕
事 関 数 を 下 げ 電 子 が 放 出 し や す く な る 工 夫 が 施 さ れ て い る 。 さ ら に 一 対 の エ ン ド ハ ッ ト ６
， ７ は 、 フ ィ ラ メ ン ト ３ の 管 軸 方 向 両 端 部 に 電 子 が 管 軸 方 向 に 漏 洩 す る の を 抑 制 す る た め
に 配 置 さ れ 、 フ ィ ラ メ ン ト ３ の 端 部 ３ ａ ， ３ ｂ と 固 着 さ れ て い る 。 こ こ で 、 エ ン ド ハ ッ ト
６ ， ７ に 固 着 さ れ て い る フ ィ ラ メ ン ト ３ の 端 部 ３ ａ ， ３ ｂ は 浸 炭 さ れ て い な い た め 仕 事 関
数 が 高 く 、 ほ と ん ど 電 子 放 出 を 行 わ ず 、 実 際 に 電 子 放 出 を 行 う 電 子 放 出 部 は フ ィ ラ メ ン ト
３ に お け る 浸 炭 さ れ て お り エ ン ド ハ ッ ト ６ ， ７ に 固 着 さ れ て い な い 軸 方 向 自 由 長 領 域 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な マ グ ネ ト ロ ン に お い て 、 従 来 、 マ グ ネ ト ロ ン で 発 生 し た ノ イ ズ を 低 減 さ せ る
技 術 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ １ は 、 上 記 特 許 文 献 １ で 開 示 さ れ た マ グ ネ ト ロ ン の 陽 極 筒 体 内 の 一 部 分 を 示 し た 縦
断 面 図 で あ る 。 こ の マ グ ネ ト ロ ン は 、 図 １ ０ の 構 成 に 加 え 、 陰 極 １ ３ の 両 端 部 に 金 属 製 の
円 筒 体 ４ ， ５ が 配 置 さ れ て い る 。 陰 極 １ ３ の 入 力 側 の 円 筒 体 ４ は 入 力 側 の エ ン ド ハ ッ ト ６
に 固 着 さ れ て お り 、 陰 極 １ ３ の 出 力 側 の 円 筒 体 ５ は 出 力 側 の エ ン ド ハ ッ ト ７ に 固 着 さ れ て
い る 。 こ れ ら の 円 筒 体 ４ ， ５ は 、 フ ィ ラ メ ン ト ３ か ら 放 射 さ れ た 電 子 の 広 が り を 抑 制 す る
も の で あ り 、 マ グ ネ ト ロ ン が こ れ ら の 円 筒 体 ４ ， ５ を 装 備 し て い る こ と に よ り 、 ３ ０ Ｍ Ｈ
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ｚ ～ ２ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ 帯 の ノ イ ズ を 著 し く 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 な お 、 図 １ ２ は 、 本 願 発 明 者 等 が 実 測 し た 、 図 １ ０ に 示 す こ れ ら の 円 筒 体 ４ ， ５ を 全 く
設 け て い な い 従 来 品 で の １ Ｇ Ｈ ｚ 以 下 の ノ イ ズ レ ベ ル を 示 す 波 形 図 で あ る 。 確 か に 、 円 筒
体 を 全 く 設 け て い な い 従 来 品 に あ っ て は 、 ノ イ ズ が ２ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ 以 下 で と り わ け 大 き く 、
そ の 点 で 特 許 文 献 １ に 記 載 が あ る よ う に 、 ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ ～ ２ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ 帯 の ノ イ ズ の 低 減 は
有 意 義 で あ る こ と が 分 か る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ４ － ７ ７ ４ １ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 般 に マ グ ネ ト ロ ン は 、 陰 極 の 電 子 放 出 部 か ら 放 出 さ れ た 電 子 が 、 陰 極 と 陽 極 の 間 に 加
え ら れ た 静 電 界 に よ る 力 と 、 管 軸 方 向 に 加 え ら れ た 静 磁 界 に よ る ロ ー レ ン ツ 力 に よ り 、 陰
極 の 周 り を 旋 回 し な が ら 周 回 し て い る 。 そ し て 、 板 状 ベ イ ン と 陽 極 筒 体 お よ び 均 圧 リ ン グ
に よ り 形 成 さ れ る 複 数 個 の 共 振 器 の 固 有 振 動 に よ り 、 電 子 は バ ン チ ン グ さ れ 電 子 束 を 形 成
す る 。 す る と 、 こ の 電 子 束 の 回 転 に よ り 板 状 ベ イ ン に 誘 導 電 流 が 流 れ 、 共 振 し 、 マ イ ク ロ
波 エ ネ ル ギ ー に 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 電 子 束 の 形 状 は 、 マ グ ネ ト ロ ン に 結 合 さ れ た 負 荷 に よ っ て 決 定 さ れ る マ イ ク ロ 波 電
界 の 強 度 に 依 存 し 、 発 振 周 波 数 に 大 き な 影 響 を 与 え る 。 さ ら に は 、 マ イ ク ロ 波 電 界 の 強 度
が 強 く 、 そ の 影 響 を 受 け 電 子 束 が 鋭 い 形 状 に な る と 、 押 し 込 め ら れ た 電 子 の 相 互 作 用 に よ
り 、 ノ イ ズ の レ ベ ル は 上 が る 。 図 １ ４ は 、 位 相 を 変 化 さ せ た と き の ノ イ ズ レ ベ ル を 表 示 し
た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 電 源 線 を 伝 搬 す る ノ イ ズ や 空 間 に 放 射 さ れ る ノ イ ズ は 、 電 界 や 磁 界 に 歪 み が 生 じ
直 交 電 磁 界 が 保 て な い 作 用 空 間 の 管 軸 方 向 端 部 に お い て 主 に 発 生 し て い る と 考 え ら れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ れ ら の 事 実 に 鑑 み 、 特 許 文 献 １ で 開 示 さ れ た 技 術 で は 、 管 軸 方 向 端 部 に お い て 放 出 さ
れ た 電 子 が 運 動 で き な い よ う 、 円 筒 体 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 と こ ろ が 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 技 術 で は 、 ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ ～ ２ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ 帯 の ノ イ ズ は
低 減 さ せ る こ と が で き た も の の 、 従 来 の マ グ ネ ト ロ ン に 付 属 し て い る コ イ ル や コ ン デ ン サ
等 で 構 成 さ れ る ノ イ ズ フ ィ ル タ ー （ 図 示 せ ず ） で は 抑 制 が 困 難 な ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ 以 下 の 帯 域 に
つ い て は 着 目 さ れ て い な か っ た 。 ま た 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 技 術 を も と に 本 願 発 明 者 等
が 行 っ た 実 験 で は 、 作 用 空 間 内 に 円 筒 体 ４ ， ５ を 配 置 す る こ と に よ り 、 作 用 空 間 内 の 静 電
界 分 布 が 変 化 し て し ま い 、 位 相 に よ る 負 荷 安 定 度 が 著 し く 劣 化 す る 傾 向 に あ っ た 。 さ ら に
、 上 記 の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 技 術 で は 、 各 円 筒 体 ４ ， ５ は エ ン ド ハ ッ ト ６ ， ７ に 固 着
さ れ て い た も の の 、 エ ン ド ハ ッ ト ６ ， ７ と は そ れ ぞ れ 別 体 品 で あ る こ と か ら 、 部 品 点 数 を
増 加 さ せ る と 共 に 、 組 立 寸 法 の 精 度 確 保 が 困 難 に な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 前 述 し た 問 題 点 を 解 決 す る べ く 、 上 記 知 見 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ
の 目 的 は 、 位 相 に よ る 負 荷 安 定 度 を 劣 化 さ せ る こ と な く 、 ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ 以 下 の 低 い 周 波 数 帯
に お け る ノ イ ズ を 低 減 で き 、 し か も 、 部 品 点 数 を 増 加 す る こ と な く 組 立 寸 法 の 精 度 も 確 保
す る こ と が で き る マ グ ネ ト ロ ン を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 目 的 は 下 記 構 成 に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ １ ） 本 発 明 の マ グ ネ ト ロ ン は 、 複 数 枚 の 板 状 ベ イ ン が 中 心 軸 に 向 か っ て 放 射 状 に 配 設
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さ れ て な る 円 筒 状 の 陽 極 筒 体 と 、 前 記 陽 極 筒 体 の 中 心 軸 上 に 陰 極 支 持 棒 に よ っ て 配 設 さ れ
る 陰 極 と 、 前 記 陰 極 を 軸 線 方 向 に 挟 持 す る 前 記 陰 極 支 持 棒 上 の 位 置 に 設 け ら れ た 一 対 の エ
ン ド ハ ッ ト と を 具 備 し 、 前 記 陰 極 の 電 子 放 出 部 が 管 軸 方 向 に 変 位 し て 配 置 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ ２ ） 上 記 （ １ ） に 記 載 の マ グ ネ ト ロ ン に お い て 、 前 記 電 子 放 出 部 の 寸 法 は 、 前 記 板 状
ベ イ ン の 管 軸 方 向 寸 法 の ５ ０ ％ 以 上 ８ ０ ％ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ ３ ） 上 記 （ １ ） ま た は （ ２ ） に 記 載 の マ グ ネ ト ロ ン に お い て 、 前 記 電 子 放 出 部 の 配 置
が 出 力 側 に 変 位 し て 配 置 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ ４ ） 高 周 波 利 用 装 置 に お い て 、 上 記 （ １ ） か ら （ ３ ） の い ず れ か に 記 載 の マ グ ネ ト ロ
ン を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 係 る 構 成 に よ れ ば 、 位 相 に よ る 負 荷 安 定 度 を 劣 化 さ せ る こ と な く 、 ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ 以 下 の 低
い 周 波 数 帯 に お け る ノ イ ズ を 低 減 で き 、 し か も 、 部 品 点 数 を 増 加 す る こ と な く 組 立 寸 法 の
精 度 も 確 保 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 （ １ ） に 記 載 の マ グ ネ ト ロ ン に よ れ ば 、 浸 炭 さ れ た フ ィ ラ メ ン ト が 管 軸 方 向 に 対 し
変 位 し て 配 置 さ れ て い る た め 、 陰 極 の フ ィ ラ メ ン ト が 板 状 ベ イ ン と 対 向 し な い 部 分 か ら は
電 子 放 出 さ れ ず 、 ノ イ ズ に 起 因 す る 不 要 電 子 の 放 出 が 抑 制 さ れ る 。 さ ら に 、 マ イ ク ロ 波 電
界 強 度 は 、 共 振 器 の 管 軸 方 向 中 央 部 す な わ ち 板 状 ベ イ ン の 管 軸 方 向 中 央 部 が も っ と も 強 い
と 考 え ら れ る が 、 電 子 放 出 分 布 を 変 位 さ せ て い る た め 、 電 子 が 放 出 さ れ る 位 置 で の マ イ ク
ロ 波 電 界 の 強 度 は 、 変 位 さ せ て い な い 場 合 よ り 弱 め ら れ 、 マ イ ク ロ 波 電 界 か ら 電 子 が 受 け
る 影 響 は 小 さ く な る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ 以 下 の 低 い 周 波 数 帯 に お け る ノ イ ズ
を 低 減 で き る 。 ま た 、 陰 極 の 両 端 各 々 に 円 筒 体 を 設 け る 従 来 の マ グ ネ ト ロ ン と 異 な り 、 電
子 放 出 部 自 体 の 配 置 を 変 位 さ せ る だ け で あ る の で 、 部 品 点 数 の 増 加 を 防 ぐ と と も に 、 組 立
は 従 来 と 同 様 に 行 え 、 組 立 寸 法 の 精 度 を 十 分 に 確 保 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 電 子 が 運
動 で き る 作 用 空 間 寸 法 は 従 来 と 何 ら 変 わ り な い た め 、 位 相 に よ る 負 荷 安 定 度 は 劣 化 し な い
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 （ ２ ） に 記 載 の マ グ ネ ト ロ ン に よ れ ば 、 作 用 空 間 内 に お け る 電 子 放 出 部 を 板 状 ベ イ
ン の 管 軸 方 向 寸 法 の ５ ０ ％ か ら ８ ０ ％ の 範 囲 に 設 定 し た こ と で 、 マ グ ネ ト ロ ン の 発 振 効 率
の 低 下 を 抑 制 し つ つ 、 広 帯 域 に お け る ノ イ ズ を 大 幅 に 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 （ ３ ） に 記 載 の マ グ ネ ト ロ ン に よ れ ば 、 電 子 放 出 部 の 配 置 を 出 力 側 に 変 位 さ せ る こ
と で 、 真 空 度 を 向 上 さ せ る た め に 出 力 側 の エ ン ド ハ ッ ト の 上 面 に 配 置 さ れ て い る チ タ ン へ
の 熱 伝 導 が 、 入 力 側 に 変 位 さ せ た 場 合 よ り も 良 く 、 ゲ ッ タ ー 効 果 が よ り 発 揮 さ れ る 。 さ ら
に は 、 広 帯 域 に お け る ノ イ ズ を 大 幅 に 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 （ ４ ） に 記 載 の 高 周 波 利 用 装 置 に よ れ ば 、 ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ 以 下 の 周 波 数 帯 に お け る ノ イ
ズ の 低 ノ イ ズ 化 が 図 れ る の で 、 コ イ ル や コ ン デ ン サ 等 の ノ イ ズ 対 策 部 品 が 小 容 量 の も の で
済 み 、 そ の 分 、 コ ス ト ダ ウ ン が 図 れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に 係 る マ グ ネ ト ロ ン を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
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　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る マ グ ネ ト ロ ン の 陰 極 部 分 を 示 す 縦 方 向 の 部 分 断 面
図 で あ る 。 な お 、 こ の 図 に 示 す 陰 極 部 分 以 外 の 構 成 は 先 の 図 １ ０ に 示 さ れ る 従 来 の マ グ ネ
ト ロ ン と 同 一 構 成 で あ る の で 省 略 し 、 ま た 図 １ ０ と 共 通 す る 構 成 に は 同 一 の 符 号 を 付 け て
い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ に お い て 、 本 実 施 の 形 態 の マ グ ネ ト ロ ン は 、 陰 極 支 持 棒 ８ で 支 持 さ れ た 入 力 側 エ ン
ド ハ ッ ト ６ １ と 出 力 側 エ ン ド ハ ッ ト ７ の 間 に コ イ ル 状 の フ ィ ラ メ ン ト ３ が 配 置 さ れ て い る
。 特 に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 入 力 側 の エ ン ド ハ ッ ト ６ １ は 図 １ ０ に お け る 形 状 に 対 し 径 の
太 い ボ ス 部 ６ １ ａ が 作 用 空 間 内 ま で 伸 び て お り 、 径 の 細 い ボ ス 部 ６ １ ｂ と フ ィ ラ メ ン ト ３
の 端 部 ３ ａ が 固 着 さ れ て い る 。 出 力 側 の エ ン ド ハ ッ ト ７ は 従 来 と 同 形 状 で あ り 、 ボ ス 部 ７
ａ と フ ィ ラ メ ン ト ３ の 端 部 ３ ｂ が 固 着 さ れ て い る 。 こ こ で 、 フ ィ ラ メ ン ト ３ の エ ン ド ハ ッ
ト ６ １ お よ び エ ン ド ハ ッ ト ７ に 固 着 さ れ て い な い 、 す な わ ち 電 子 放 出 を 行 う こ と の で き る
管 軸 方 向 自 由 長 部 Ｆ の 寸 法 は 、 管 軸 方 向 寸 法 Ｈ を ９ ． ５ ｍ ｍ に 設 定 し て あ る 板 状 ベ イ ン ２
の 約 ７ ５ ％ に 設 定 さ れ る と と も に 、 電 子 放 出 部 を 成 す 管 軸 方 向 自 由 長 部 Ｆ の 位 置 が 出 力 側
に 変 位 し て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 電 子 放 出 部 を 、 管 軸 方 向 に 短 小 化 し 、 か つ 作 用 空 間 に 対 し 管 軸 方 向 に 変 位 さ
せ る こ と で 、 直 交 電 磁 界 が 保 て な い 作 用 空 間 の 管 軸 方 向 端 部 に お け る 電 子 放 出 が 片 側 で 抑
制 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 主 に 電 源 線 を 伝 搬 す る ノ イ ズ や 空 間 に 放 射 さ れ る ノ イ ズ の 原 因 と
な る 作 用 空 間 の 管 軸 方 向 端 部 で の 電 子 運 動 を 最 小 限 に 抑 制 し つ つ 、 総 電 子 放 出 量 を 調 整 す
る こ と に よ り 、 位 相 に よ る 負 荷 安 定 度 を 劣 化 さ せ る こ と な く 、 従 来 技 術 に 示 さ れ た 円 筒 体
を 陰 極 の 両 側 に 設 け る 場 合 よ り も 、 広 帯 域 に 亘 る ノ イ ズ の 低 減 が 図 れ る 。 ま た 、 円 筒 体 を
設 け る 場 合 よ り も 部 品 点 数 が 削 減 で き 、 か つ 、 組 立 寸 法 の 精 度 を 十 分 に 確 保 す る こ と が 可
能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 本 願 発 明 者 等 が 実 証 の た め 行 っ た 、 マ イ ク ロ 波 発 振 信 号 を 測 定 し た 実 験 結 果 を
示 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ は 、 本 実 施 の 形 態 で あ る 、 マ グ ネ ト ロ ン の 電 子 放 出 部 を 成 す 管 軸 方 向 自 由 長 部 Ｆ の
寸 法 を 板 状 ベ イ ン ２ の 管 軸 方 向 寸 法 Ｈ の 約 ７ ５ ％ に 設 定 し 、 か つ 、 出 力 側 に 変 位 さ せ た 場
合 の ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ 以 下 の ノ イ ズ レ ベ ル を 示 す 波 形 図 で あ り 、 図 ３ は 、 電 圧 定 在 波 比 （ Ｖ Ｓ Ｗ
Ｒ ） を Ｖ Ｓ Ｗ Ｒ ≒ １ ． ５ と し て 位 相 を 変 化 さ せ た と き の 、 各 位 相 に お け る ノ イ ズ レ ベ ル を
示 す 図 で あ る 。 図 ３ に お い て 、 横 軸 は 測 定 に 用 い た ス ラ グ チ ュ ー ナ の 挿 入 位 置 を 示 し て い
る 。 実 験 に 用 い た 導 波 管 の 管 内 波 長 は 約 １ ４ ０ ｍ ｍ で あ る の で 、 半 波 長 の 約 ７ ０ ｍ ｍ で 同
じ 位 置 に 戻 る 。 ま た 、 図 ４ は 、 電 子 放 出 部 を 板 状 ベ イ ン の 管 軸 方 向 に 対 し 変 位 さ せ ず 中 央
に 配 置 し た ま ま 、 電 子 放 出 部 を 成 す 管 軸 方 向 自 由 長 部 Ｆ の 寸 法 を 変 え た と き の マ グ ネ ト ロ
ン の ノ イ ズ レ ベ ル の 変 化 を 示 す 図 、 図 ５ は 電 子 放 出 部 を 出 力 側 に 変 位 さ せ て 、 電 子 放 出 部
を 成 す 管 軸 方 向 自 由 長 部 Ｆ の 寸 法 を 変 え た と き の マ グ ネ ト ロ ン の 発 振 効 率 と ノ イ ズ レ ベ ル
の 変 化 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ か ら 明 ら か な よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 場 合 、 図 １ ３ に 示 し た 円 筒 体 を 全 く 設 け て い
な い 従 来 品 と 比 較 し て 、 ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ 以 下 の ノ イ ズ レ ベ ル が 低 減 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 図 ３ か ら 明 ら か な よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 場 合 、 図 １ ４ に 示 し た 円 筒 体 を 全 く 設
け て い な い 従 来 品 と 比 較 し て 、 位 相 に よ る ノ イ ズ 変 動 が 低 く 抑 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 電 子 放 出 部 の 位 置 に 関 し て は 、 図 ４ か ら 明 ら か な よ う に 、 板 状 ベ イ ン の 管 軸 方 向 に 対 し
変 位 さ せ ず 中 央 に 配 置 し た ま ま で は 、 電 子 放 出 部 を 成 す 管 軸 方 向 自 由 長 部 Ｆ の 寸 法 を 変 え
て も ノ イ ズ レ ベ ル に は ほ と ん ど 変 化 が 生 じ な い が 、 図 ５ か ら 明 ら か な よ う に 、 出 力 側 へ 変
位 さ せ た 場 合 、 電 子 放 出 部 を 成 す 管 軸 方 向 自 由 長 部 Ｆ の 寸 法 を 変 え る と ノ イ ズ レ ベ ル も 変
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化 す る 。 し た が っ て 、 ノ イ ズ レ ベ ル を 低 減 す る た め に は 、 電 子 放 出 部 を 板 状 ベ イ ン の 管 軸
方 向 に 対 し 変 位 さ せ る こ と が 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 一 方 、 電 子 放 出 部 を 成 す 管 軸 方 向 自 由 長 部 Ｆ の 寸 法 に 関 し て は 、 図 ５ か ら 明 ら か な よ う
に 、 板 状 ベ イ ン ２ の 管 軸 方 向 寸 法 Ｈ に 対 し ５ ０ ％ 以 上 で あ れ ば 、 マ グ ネ ト ロ ン の 発 振 効 率
７ ０ ％ 以 上 を 確 保 す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 主 に 作 用 空 間 中 央 に お け る 電 子 運 動 が 、 マ
グ ネ ト ロ ン の 発 振 効 率 に 寄 与 し て い る た め で あ る 。 さ ら に 図 ５ か ら 明 ら か な よ う に 、 板 状
ベ イ ン ２ の 管 軸 方 向 寸 法 Ｈ に 対 し ８ ０ ％ 以 下 で あ れ ば 、 ノ イ ズ の レ ベ ル を 低 く 抑 え る こ と
が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る マ グ ネ ト ロ ン の 陰 極 部 分 を 示 す 縦 方 向 の 部 分 断 面
図 で あ る 。 な お 、 こ の 図 に 示 す 陰 極 部 分 以 外 の 構 成 は 前 述 し た 図 １ ０ の 従 来 の マ グ ネ ト ロ
ン と 同 一 構 成 で あ る の で 省 略 し 、 ま た 図 １ ０ と 共 通 す る 構 成 に は 同 一 の 符 号 を 付 け て い る
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ６ に お い て 、 本 実 施 の 形 態 の マ グ ネ ト ロ ン は 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 １ を 示 す 図 １ に お
け る 陰 極 部 を 上 下 反 転 し た よ う に 構 成 さ れ 電 子 放 出 部 が 入 力 側 に 変 位 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ７ は 、 本 実 施 の 形 態 で あ る 電 子 放 出 部 の 寸 法 を 板 状 ベ イ ン の 管 軸 方 向 寸 法 の 約 ７ ５ ％
に 設 定 し 、 か つ 、 電 子 放 出 部 の 配 置 を 入 力 側 に 変 位 さ せ た と き の 、 ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ 以 下 の ノ イ
ズ レ ベ ル を 示 す 波 形 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 の よ う に 電 子 放 出 部 を 入 力 側 に 変 位 さ せ て も 、 図 １ ３ に 示 し た 円 筒 体 を 全
く 設 け て い な い 従 来 品 と 比 較 し て 、 ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ 以 下 の ノ イ ズ レ ベ ル が 低 く 抑 え ら れ て い る
。 但 し 、 図 ２ に 示 し た 電 子 放 出 部 の 配 置 を 出 力 側 に 変 位 さ せ た 場 合 の 方 が 、 ノ イ ズ の 低 減
効 果 は よ り 大 き い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て も 、 部 品 点 数 の 増 加 を 抑 制 す る と と も に 、 組 立 寸 法 の 精 度
を 十 分 に 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 図 ８ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に 係 る マ グ ネ ト ロ ン の 陰 極 部 分 を 示 す 縦 方 向 の 部 分 断 面
図 で あ る 。 な お 、 こ の 図 に 示 す 陰 極 部 分 以 外 の 構 成 は 前 述 し た 図 １ ０ の 従 来 の マ グ ネ ト ロ
ン と 同 一 構 成 で あ る の で 省 略 し 、 ま た 図 １ ０ と 共 通 す る 構 成 に は 同 一 の 符 号 を 付 け て い る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ８ に お い て 、 本 実 施 の 形 態 の マ グ ネ ト ロ ン は 、 電 子 放 出 部 を 出 力 側 の エ ン ド ハ ッ ト ７
２ の 凹 部 ７ ２ ａ 内 部 ま で 配 置 し て い る 。 図 を 用 い て 説 明 す る と 、 入 力 側 の エ ン ド ハ ッ ト ６
１ は 実 施 の 形 態 １ を 示 す 図 １ に 示 し た も の と 同 じ 構 成 で あ る 。 出 力 側 の エ ン ド ハ ッ ト ７ ２
は 、 図 １ に 示 し た も の が 出 力 側 の エ ン ド ハ ッ ト ７ の ボ ス 部 ７ ａ と フ ィ ラ メ ン ト ３ の 端 部 ３
ｂ に お け る 内 径 部 と が 固 着 さ れ て い る の に 対 し 、 図 ８ に 示 す よ う に 出 力 側 の エ ン ド ハ ッ ト
７ ２ の 多 段 に 形 成 さ れ た 凹 部 の 径 小 部 内 面 ７ ２ ａ と フ ィ ラ メ ン ト ３ の 端 部 ３ ｂ に お け る 外
径 部 と が 固 着 さ れ る 構 成 と な っ て い る 。 そ の た め 、 フ ィ ラ メ ン ト ３ は 出 力 側 の エ ン ド ハ ッ
ト ７ ２ の 凹 部 ７ ２ ａ 内 部 ま で 配 置 さ れ て お り 、 電 子 放 出 部 を 成 す 管 軸 方 向 自 由 長 部 Ｆ ２ の
寸 法 は 図 １ に 示 し た 実 施 の 形 態 １ の 管 軸 方 向 自 由 長 部 Ｆ よ り も 大 き く 確 保 す る こ と が で き
、 図 １ ０ に 示 し た 従 来 の も の と 同 等 と な っ て い る 。 こ の よ う に 電 子 放 出 部 の 寸 法 は 従 来 と
同 等 で あ る が 、 電 子 放 出 部 の 位 置 は 出 力 側 へ 変 位 さ れ 、 作 用 空 間 内 に お け る 板 状 ベ イ ン と
対 向 す る 電 子 放 出 部 の 寸 法 は 、 板 状 ベ イ ン の 管 軸 方 向 寸 法 の 約 ７ ５ ％ に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 図 ９ は 、 本 実 施 の 形 態 で あ る 電 子 放 出 部 を 出 力 側 の エ ン ド ハ ッ ト ７ ２ の 多 段 に 形 成 さ れ
た 凹 部 の 径 小 部 内 面 ７ ２ ａ ま で 配 置 し た 場 合 の ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ 以 下 の ノ イ ズ レ ベ ル を 示 す 波 形
図 で あ る 。 先 の 図 １ ３ に 示 し た 円 筒 体 を 全 く 設 け て い な い 従 来 品 の 場 合 と 比 較 し て 、 ３ ０
Ｍ Ｈ ｚ 以 下 の ノ イ ズ レ ベ ル が 低 く 抑 え ら れ て い る 。 こ の よ う に 、 電 子 放 出 部 の 寸 法 自 体 は
従 来 の も の と 同 等 で あ っ て も 、 そ の 位 置 を 変 位 さ せ る こ と で 、 ノ イ ズ の 低 減 を 図 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 上 、 説 明 し て き た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の マ グ ネ ト ロ ン に よ れ ば 、 作 用 空 間 内 に お け
る 電 子 放 出 部 を 管 軸 方 向 に 変 位 さ せ る こ と に よ り 、 円 筒 体 を 全 く 設 け て い な い 従 来 品 や 、
円 筒 体 ４ ， ５ と 同 等 の も の を 陰 極 ３ の 両 側 に 設 け た 場 合 よ り も ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ ～ ２ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ
帯 の ノ イ ズ の 低 減 は 勿 論 の こ と 、 ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ 以 下 の 低 い 周 波 数 帯 に お け る ノ イ ズ も 同 時 に
低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の マ グ ネ ト ロ ン を 電 子 レ ン ジ 等 の 高 周 波 利 用 装 置 に 用 い た 場 合 も 上
記 同 様 に 低 ノ イ ズ 化 が 図 れ る こ と か ら 、 コ イ ル や コ ン デ ン サ 等 の ノ イ ズ 対 策 部 品 が 小 容 量
の も の で 済 み 、 そ の 分 、 コ ス ト ダ ウ ン が 図 れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 に か か る マ グ ネ ト ロ ン は 、 電 子 レ ン ジ や マ イ ク ロ 波 発 生 装 置 、 及 び そ の 装 置 を 用
い た 高 周 波 利 用 装 置 等 の マ グ ネ ト ロ ン を 使 用 す る 用 途 へ の 適 用 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る マ グ ネ ト ロ ン の 部 分 断 面 図
【 図 ２ 】 図 １ の マ グ ネ ト ロ ン に お け る ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ 以 下 の ノ イ ズ レ ベ ル を 示 す 波 形 図
【 図 ３ 】 図 １ の マ グ ネ ト ロ ン に お け る 位 相 変 化 に よ る ノ イ ズ レ ベ ル の 変 化 を 示 す グ ラ フ
【 図 ４ 】 電 子 放 出 部 を 中 央 に 配 置 し た ま ま 電 子 放 出 部 を 成 す 管 軸 方 向 自 由 長 部 Ｆ の 寸 法 を
変 え た 時 の 、 マ グ ネ ト ロ ン の ノ イ ズ レ ベ ル の 変 化 を 示 す グ ラ フ
【 図 ５ 】 電 子 放 出 部 を 出 力 側 に 変 位 さ せ て 電 子 放 出 部 を 成 す 管 軸 方 向 自 由 長 部 Ｆ の 寸 法 を
変 え た 時 の 、 マ グ ネ ト ロ ン の 発 振 効 率 と ノ イ ズ レ ベ ル の 変 化 を 示 す グ ラ フ
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る マ グ ネ ト ロ ン の 部 分 断 面 図
【 図 ７ 】 図 ６ の マ グ ネ ト ロ ン に お け る ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ 以 下 の ノ イ ズ レ ベ ル を 示 す 波 形 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に 係 る マ グ ネ ト ロ ン の 部 分 断 面 図
【 図 ９ 】 図 ８ の マ グ ネ ト ロ ン に お け る ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ 以 下 の ノ イ ズ レ ベ ル を 示 す 波 形 図
【 図 １ ０ 】 円 筒 体 を 全 く 設 け て い な い 従 来 品 の 陽 極 筒 体 内 部 の 一 部 分 を 示 す 縦 断 面 図
【 図 １ １ 】 従 来 の 陰 極 端 部 の 入 出 力 側 に 円 筒 体 を 設 け た マ グ ネ ト ロ ン の 陽 極 筒 体 内 部 の 一
部 分 を 示 す 縦 断 面 図
【 図 １ ２ 】 図 １ ０ の マ グ ネ ト ロ ン に お け る １ Ｇ Ｈ ｚ 以 下 の ノ イ ズ レ ベ ル を 示 す 波 形 図
【 図 １ ３ 】 図 １ ０ の マ グ ネ ト ロ ン に お け る ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ 以 下 の ノ イ ズ レ ベ ル を 示 す 波 形 図
【 図 １ ４ 】 図 １ ０ の マ グ ネ ト ロ ン に お け る 位 相 変 化 に よ る ノ イ ズ レ ベ ル の 変 化 を 示 す グ ラ
フ
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 １ 　 陽 極 筒 体
　 ２ 　 板 状 ベ イ ン
　 ３ 　 フ ィ ラ メ ン ト
　 ３ ａ ， ３ ｂ 　 フ ィ ラ メ ン ト の 端 部
　 ６ ， ６ １ 　 入 力 側 の エ ン ド ハ ッ ト
　 ６ ａ ， ６ １ ａ ， ６ １ ｂ 　 ボ ス 部
　 ７ ， ７ １ ， ７ ２ 　 出 力 側 の エ ン ド ハ ッ ト
　 ７ ａ ， ７ １ ａ ， ７ １ ｂ 　 ボ ス 部
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　 ８ 　 陰 極 支 持 棒
　 １ ３ 　 陰 極
　 ７ ２ ａ 　 凹 部 の 径 小 部 内 面

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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